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　本稿では，国公立大学の入試における情報 I の利
用状況等について紹介する．

国立大学：6教科 8科目の原則

　高等学校では 2022 年度から必履修科目として
「情報 I」が設けられ，情報 I を学んだ生徒が大学受
験を迎える 2025 年度入試より，大学入学共通テス
トの出題科目に「情報 I」が追加される．これに対
して国立大学協会は，「2024 年度に実施する入学
者選抜から，すべての国立大学は，『一般選抜』に
おいては第一次試験として，高等学校等における基
礎的教科・科目についての学習の達成度を測るため，
原則としてこれまでの『5 教科 7 科目』に『情報』
を加えた 6 教科 8 科目を課す」とする基本方針を
策定し公表している 1）．この策定にあたっての会長
談話において，「情報」は国語，数学，英語等と同
様の基礎的な教科であり，文理問わず必要とされる
ものだと述べられている 2）．

国立大学 1次試験での状況

　国公立大学における共通テスト「情報 I」の採
用状況は河合塾が分かりやすくまとめている 3）．
2023 年 10 月末現在，国立大はすべての大学が情
報 I の扱いを公表しているようであるが，文献 3）

によればその 96% と，ほぼすべての国立大で情報 I
を必須とするとのことである．ただし，情報 I の配
点比は，素点より低い配点比での利用が 59%，素
点のままの利用が 33%，素点より高い配点比での
利用が 8% とのことで（6 教科 8 科目を課し，情報
I を点数化する前期日程の募集区分で集計），配点
比を素点以上とする国立大は 4 割程度にとどまる．
はじめての教科・科目であることや高等学校での授
業体制への不安，単位数が 2 単位であることなど
を考えてのことだろう．
　なお，文献 3）にはほかにも学部系統別，地区別
の配点比など，全体的な状況を把握できる集計結果
やいくつかの国立大学における配点比など，有益な
情報を掲載している．
　大学によっては，共通テスト（1 次試験）だけに
課す科目群と，個別学力検査（2 次試験）において
も課す科目群との間で（2 次試験でも課す科目につ
いては 1 次試験の配点比を低くするなどして）配
点比を大きく変えている．そこで，1 次試験での
み課す科目群の中で情報 I の扱いがどうであるかを，
配点を公表かつ点数化するいくつかの大学について，
文献 3）の集計に倣った形で調べてみた（表 -1の
右 3 列）．
　表 -1 の左 3 列には，対比用として，課す科目全
体の中における情報 I の配点比の高低を掲載してい
る（2023 年 9 月末頃のデータ）．集計対象の大学
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としては，いわゆる旧帝大や東工大などのほかに，
比較的に配点比の高い秋田大と富山大を選んだ．秋
田大と富山大を除く大学の左 3 列のデータは文献
3）に掲載のデータに相当するものであるが，6 教
科 6 ～ 7 科目を課す募集区分も対象としていると
か，恐らく集計方法に違いがあることから文献 3）
に掲載されている数値と若干の違いがある．
　表 -1 は，具体的に次のように集計した．表の左
3列には，次式で求めた値が1.0なら「素点相当」，1.0
未満なら「低い」，1.0 より大きいなら「高い」と
して募集区分ごとに低い・素点相当・高いを集計し，
それらの各件数を，全募集区分数に対する割合にし
て記載した．

 

大学での情報I配点

100 （情報Iの配点）

×
共通テスト配点の合計 （情報を除く

大学で定めた配点合計
 （情報を除く

 
）
）

　表の右 3 列の数値は，1 次試験のみで課す科目に
絞って上式を適用した結果を掲載している．2 次試
験でも課す科目群の配点比を低く設定している大
学では，1 次試験でのみ課す科目群の配点比が高く
見えてしまうが，そのような大学について表の右 3
列を見ると，左 3 列と比べて「高い」が減って「平
均値」「低い」が増える．
　この表から分かるように情報 I の扱いは大学に

よってさまざまである．大学内で扱いが同一のとこ
ろ（東北大，東大，東工大，名古屋大）もあれば，
配点比を低くする募集区分が多いものの高くする募
集区分もある大学（神戸大，九州大，富山大），ほ
かの科目と同等もしくは高い配点比とする募集区分
が多い大学（秋田大）がある．京都大は，一見配点
比を高くする募集区分が多い（21%）ように見える
が，これは 2 次試験でも課す科目の配点比が低い
ことによる．1 次試験のみに課す科目群の中で見る
と，情報 I はほかの科目と同じ扱いである．
　1 次試験のみに課す科目の中で配点比が高い大
学・募集区分は次のとおりであった：
• 神戸大：経済，工・情報
• 九州大：工
• 秋田大：国際資源・資源地球科学／資源開発環

境，理工
• 富山大：医・看護，工・電気電子，工・知識情報，

工・機械，都市デザイン・都市・交通デザイン
　参考までに，京都大，神戸大，九州大において，
1 次試験のみに課す科目の中で情報 I の配点比が平
均値である募集区分は次のとおりである：
• 京都大：経済（理科／地公と同じ扱い），理，工（理

と工では情報 I は地公と同じ扱い）
• 神戸大：法，工・市民工学／電気電子工学／機

械工学／応用化学
• 九州大：法，医・保健学科放射線技術化学専攻，

薬，農
　ほかに興味深いところでは，東京藝大美術学部デ
ザイン科は情報 I を必須とし 4 教科 4 科目を課す
ことが公表されている（ただし配点はまだ公表され
ていない）．

公立大学 1次試験での状況

　国立大と異なり統一された基本方針のない公立大
学における情報 I の扱いは，文献 3）によれば，情
報 I の扱いを公表している公立大学（ほぼすべての
公立大が公表済みである）の 45% が情報 I を必須，

全科目の中での情報 I
の配点比

1次のみで課す科目群
の中での配点比

低い 素点
相当 高い 低い 平均

値 高い

東北大 100 0 0 100 0 0
東大 0 100 0 0 100 0
東工大 0 100 0 0 100 0
名古屋大 100 0 0 100 0 0
京都大 71 7 21 71 29 0
神戸大 60 0 40 70 17 13
九州大 71 18 12 71 24 6
秋田大 17 58 25 8 67 25
富山大 70 4 26 67 4 30

■表 -1　各大学の募集区分で集計した情報 Iの配点比の高低割合（%）
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39% が他教科との選択とのことである．他教科と
の選択においてどれくらいの受験者が情報 I を選ぶ
のか気になるところである．また，情報 I の配点比
は，素点利用が 43%，配点比が低いが 38%，高い
が 19% とある（6 教科 8 科目を課し，情報 I を点
数化する前期日程の募集区分で集計）3）．
　以下に，比較的情報を重要視していると思われる
いくつかの公立大学の状況について紹介する．
• 広島市立大
　3 つの学部があるがそのうち情報科学部が情報を
必須としている．配点比は高い．
• 愛知県立大
　6 学部のうち 2 つの学部（看護学部と情報科学部）
で情報を必須としている．配点比は看護学部では低
いが情報科学部では高い．
• 東京都立大
　配点はまだ公表されていないが，法学部
を除く 6 学部で必須としている．ただし法
学部でも後期日程では必須である．
• 札幌医科大
　配点比は平均値であるが，2 つある学部の
いずれにおいても必須である．ただし医学部
においては，第 1 段階選抜を通過したあとの
第 2 段階選抜での情報 I の配点比はやや低い．

2 次試験等における「情報」

　2023 年 10 月末現在における国公立大学
の 2 次試験等における教科「情報」の採用状
況を述べる．
　公立大では，広島市立大が一般選抜後期
日程の 2 次試験で情報 I を必須とする．受験
者の参考となる模擬問題も公開されている 4）．
文献 5）では，2 次試験に情報 I を導入する
までの道のりが語られており大変興味深い．
　東京都立大では，システムデザイン学部の
総合型選抜の 1 つに「情報 I・II 利用入試（仮
称）」というものを設け，情報 I と（選択科

目である）情報 II の評定がいずれも 4 以上である
ことを求めている．
　国立大では，電気通信大が一般選抜前期日程の
2 次試験で「情報」を選択できるようにする．具
体的には，これまで必須であった 2 次試験科目「数
学」「英語」「物理」「化学」に「情報」を新たに加
えて，「物理」「化学」「情報」については，これ
ら 3 科目から 2 科目を選択する科目選択制に変更
する．つまり情報を物理，化学と同じ扱いとした．
電通大の学部（学域）には，I 類（情報系），II 類（融
合系），III 類（理工系）の 3 つがあり類別の入試を
実施するが，いずれの受験生であっても情報 I を選
択できる．この試験の試作問題を用いた受験体験会
を 2023 年 11 月 26 日に開催し，その試作問題は
Web 上でも公開☆ 1 している（図 -1）．

☆1 https://www.uec.ac.jp/news/announcement/2023/20231204_5822.html

■図 -1　電通大の2次試験「情報」の試作問題

https://www.uec.ac.jp/news/announcement/2023/20231204_5822.html
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　また電通大の I 類（情報系）が募集する学校推薦
型選抜および総合型選抜では，これまで課してい
た試験（推薦型選抜においては総合問題試験と面
接，総合型選抜においては活動実績報告書の提出と
面接）に加え，情報および数学分野に関する基礎学
力検査，非認知能力検査を項目反応理論を用いた問
題バンク方式の CBT（Computer Based Testing）に
より実施する（なお CBT の試験問題は試験実施後
も非公開）．ここで使用する CBT システムは，大学
入試センターで開発された PCI（Portable Custom 
Interaction）モジュール 6）をベースとして大学入
試センターと共同で開発されたシステムであり，短
冊型のコードによるプログラミング環境やデータ解
析ツールを含んだものとなっている．このプログラ
ミング環境では，短冊の形をした図形で表される
コード断片群が与えられており，受験者はそれをド
ラッグ・アンド・ドロップによる選択・並べ替えな
どによってプログラムを作成・実行できる．

情報 Iの入試導入後

　国立大の 96%，公立大の 45% が情報 I を 1 次試

験で利用するとなれば，大学入学後の初年次の情報
教育に対する影響も大きいだろう．その様子を踏ま
えて高大間でフィードバックが（良い方向に）働く
構造ができあがってくれたらと願う．
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